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本計画は、宇城市環境基本条例に掲げられた「市民、事業者及び行政が一体

となり、これらすべての者の創意工夫と協働※により、宇城市の自然豊かな環

境を保全し、よりよい環境を創造するとともに、潤いと安らぎのある魅力的な

まちづくりを推進していく」という理念の実現に向け、本市が環境行政を推進

するうえで、中心的な役割を担う環境面における総合的な計画です。

＜宇城市環境基本計画の位置づけ＞

宇城市環境基本条例

（Ｈ18(2006)年

制定）

環境の保全及び創造に関す

る施策の基本となる事項を

定めたもの

環境保全・創造に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、
環境の保全及び創造に関する基本的な事項を示す計画

第２次宇城市環境基本計画
（平成 29（2017）～令和 8（202６）年度）

第２次宇城市総合計画

（Ｈ29（2017）年３月策定）
＜将来都市像＞

「ちょうどいい！住みやすさを

実感できる都市・宇城」
ま ち

環境基本法※→環境基本計画

（国）

◇各種事業

・河川、道路、公園、下水道などの整備や教育、福祉、文化などの振興

など

◇市民・事業者を含む行動

・情報の受発信や啓発、学習など

各部門計画

・宇城市人口ビジョン

・宇城市まち・ひと・しごと創生総合戦略

宇城市都市計画マスタープラン

・農業振興計画

・健康宇城市 21
など

環境部門の個別計画

・宇城市一般廃棄物処理計画

・第３次宇城市地球温暖化対策実行計画

【事務事業編】

・熊本連携中枢都市圏 地球温暖化対策

実行計画【区域施策編】 など

 環境基本条例→環境基本計画
（県）

２ 計画の性格と位置づけ
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（１）期間

本計画の期間は、平成 29(2017)年度を初年度とし、令和８（2026）年度を目

標年次とする 10 年間とします。なお、本市を取り巻く環境や社会情勢の変化、

科学技術の進展などを踏まえ、概ね 5 年後を目途に計画の見直しを行います。

（２）対象

本計画の対象とする環境の範囲は、生活に身近な環境の観点をはじめ、生活や

事業活動に伴う観点、地球規模の環境の観点など、以下に掲げる範囲とし、幅広

い視点で捉えることとします。

（３）計画区域

本計画の対象は、宇城市の行政区域とします。ただし、広域的視点に立って解

決を図っていくべき問題や､連携することにより効果が得られる事項については、

周辺自治体や関係機関との協力体制を深めながら、推進していくものとします。

自 然 環 境 ○野生生物の生息環境や森林、水辺などの生態系※を含めた環境

生 活 環 境 ○大気、水、地盤、騒音、振動、化学物質など、健康な市民生活

に関わる環境

都 市 環 境 ○水や緑に親しめる生活空間、歴史的・文化的まちなみなど

快適性に関わる環境

○地域特性を生かした良好な都市景観

循環型社会※ ○廃棄物などの発生を抑制し、そのうち有用なものを循環資源

として利用することで、環境への負荷が低減される社会

地 球 環 境 ○地球温暖化※、オゾン層※破壊など地球規模の環境

環 境 活 動 ○環境教育・環境学習、環境保全活動

３ 計画の期間と対象

２



本市のまちづくりの最上位計画である「第２次宇城市総合計画(2017～2024

年)」で掲げる「ちょうどいい！住みやすさを実感できる都市・宇城」の実現
ま ち

を目指し、本計画は、環境面における施策を展開していくものです。

＜第２次宇城市総合計画まちづくりの将来都市像＞

“ちょうどいい！住みやすさを実感できる都市・宇城”
ま ち

＜第２次環境基本計画の目指す環境像＞

ここちいい！人も自然も豊かな環境先進都市

２ 目指す環境像

計画終了時点で人口 55,000 人以上を維持できる持続可能な

コンパクトシティ※の形成により、市民一人ひとりにとって

「ちょうどいい！住みやすさを実感できる都市・宇城」を目指
ま ち

すものです。

経済成長や都市の進化の中で私たちが手に入れた便利で豊か

な生活は、大量生産・大量消費・大量廃棄をもたらし、身近な

環境のみならず、温暖化など地球環境へも深刻な影響を及ぼし

てきました。

この深刻な環境の現状を真摯に受け止め、生活の豊かさと環

境負荷の低減を両立させたライフスタイルへ転換を促し、持続

可能な社会の構築を目指すことが求められています。

一人ひとりが日常の生活を振り返り、市民の知恵により、質

の高い生活を創出し、豊かな心、持続可能な自然環境の中で将

来にわたって住み続けることのできるまちの実現を目指します。

そこで、目指す環境像を「ここちいい！人も自然も豊かな環境

先進都市」と設定します。

３



宇城市環境基本条例では、条例の基本理念にのっとり施策の基本方針を以下

のように定め、各事項の確保と施策相互の有機的連携を図ることを掲げていま

す。

＜宇城市環境基本条例の施策の基本方針＞

― 第７条 ―

そこで、この基本方針におけるキーワードを踏まえ、宇城市が目指す環

境像を達成するため、環境目標（施策の柱）を設定します。
環境像 区分 環境目標

ここちいい！

人も自然も豊かな

環境先進都市

自 然 環 境 豊かな自然とともに生きるまち

生 活 環 境 健康で安心して住み続けられるまち

都 市 環 境 地域の個性あふれる美しいまち

循環型社会※ 資源を循環利用する環境にやさしいまち

地 球 環 境 未来を思いやる地球に貢献するまち

環 境 活 動 みんなで築く協働※のまち

人の健康が保護され、及び生活環境が保全され、並びに自然環境が適

正に保全されるよう、大気、水、土壌その他の環境の自然的構成要素が

良好な状態に保持されること。

生態系※の多様性の確保、野生生物の種の保存その他の生物の多様性

の確保が図られるとともに、森林、農地、水辺地等における多様な自然

環境が自然的社会的条件に応じて体系的に保全され、及び創造されるこ

と。

人と自然との豊かな触れ合いが保たれること。

歴史的文化的な特性が生かされ、自然環境と調和のとれた安全で快適

な生活空間が保全され、及び創造されること。

市、市民及び事業者が協働※して環境の保全及び創造に取り組めるこ

と。

１

3 進むべき方向性と環境目標

２

３
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本計画では、次頁に示す環境施策の体系に基づき、環境像を実現するため総合的、

計画的に環境施策を実施することに努めます。

４ 施策の体系

５



６

本計画の推進主体は、市民・事業者・市です。市が直接実施するものに限らず、

市民や事業者が実施主体となるものや、三者の協働※によるものなど、それぞれ

の責務を果たすとともに互いに協力・連携しながら、幅広く推進していく必要が

あります。

＜宇城市環境基本条例における各推進主体の責務＞

― 第４条、５条、６条 ―

1 推進主体

○日常の生活において環境への
負荷の低減に努めるととも
に、自ら環境の保全及び創造
に取り組む

○市が実施する環境の保全及び
創造に関する施策に積極的に
参加し、協力する

○基本理念にのっとり、
市内の自然的及び社会
的条件に応じた環境の
保全及び創造に関する
総合的かつ計画的な施
策を策定し実施する

○市内のみならず、近隣
の市町を含めた広域的
な観点に立って環境の
保全及び創造を図る

○自ら率先して環境の保
全及び創造に取り組む
とともに、市民及び事
業者が行う、良好な環
境の保全及び創造への
取り組みを支援する

○事業活動に伴って生じる
公害を防止し、廃棄物を
適正に処理し、自然環境
を適正に保全する措置を
講じる

○事業活動に伴う環境への
影響を認識し、環境への
負荷の低減に努めるほ
か、自ら環境の保全及び
創造に取り組む

○市が実施する環境の保全
及び創造に関する施策に
積極的に参加し、協力す
る



７

本計画の着実な推進を図るためには、市民・事業者・市がそれぞれの立場で、

その役割を果たしながら、互いに協力して施策を進めていくことが必要です。

また、市民・事業者・市の日常における自発的な環境改善のための行動は、市

の環境施策が大きく関連してきます。計画に掲げる施策を着実に推進し、その進

捗を的確に把握していくため、計画の推進体制を整備します。

宇城市環境基本条例に規定する市長の諮問機関であり、学識経験

者、市民、事業者の代表などで組織し、本市の環境に関する重要事

項について審議し答申を行います。また、審議会は必要と認める事

項について審議し、市長に意見を述べることができます。

各部局部次長で構成される内部の組織で、本市環境行政に関する

施策を総合的かつ計画的に推進するために設置します。委員会は、

環境関連事業の成果達成度を点検・把握し、計画の見直し、新たな

企画の検討・立案を図っていきます。

庁内検討委員会

宇城市環境審議会

２ 推進体制

本計画推進のためには、行政の取り組みだけでなく、市民、事業

者がそれぞれの責務を果たすとともに、互いに協力、連携すること

が必要です。また、多面的な活動を推進するため、引き続き宇城市

環境対策委員会※および環境保全活動団体や事業者などとの連携に

努めます。

協働体制の整備



８

環境目標１(自然環境)：豊かな自然とともに生きるまち

指標項目
基準値

H28 (※

1)

令和４
(2022)年度

実績

目標値 (2026 年)
（中間見直し後）

●自然の美しさに対する満足度

【意識調査】
40.4％ ４２％ 47％

●森林面積（農林水産課）

5,956ha

(2015農林業セン

サス)

5,952ha

(2020農林業センサス)
5,890ha

●熊本型特別栽培農産物認証制

度認定団体（農政課）
- 1 ８団体

●自然にふれ合える場所の多さ
に対する満足度 【意識調査】

24.9％ ２７％ 3２％

環境目標２(生活環境)：健康で安心して住み続けられるまち

指標項目
基準値

H28 (※

1)

令和４
(2022)年度

実績

目標値 (2026 年)
（中間見直し後）

●空気のきれいさやにおいの満足度
【意識調査】

43.7％ 45％ 50％

●水のきれいさに対する満足度
(海・海岸) 【意識調査】

15.2％ 17％ 23％

●水のきれいさに対する満足度
(河川) 【意識調査】

11.3％ 11％ 15％

●水のきれいさに対する満足度
(湖沼・ため池) 【意識調査】

7.5％ 9％ 12％

●汚水処理人口普及率

（上下水道課）
80.3％ 83.8％ 89.3％

●静かさに関する満足度

【意識調査】
42.2％ 41％ 45％



９

環境目標３(都市環境)：地域の個性あふれる美しいまち

指標項目
基準値

H28 (※ 1)

令和４(2022)
年度実績

目標値 (2026 年)
（中間見直し後）

●緑の多さに対する満足度
【意識調査】

51.9％ ５１％ ５５％

●市民による花壇管理団体数
（商工観光課）

164 団体 146 団体 170 団体

●まちなみの美しさに対する満
足度 【意識調査】

15.2％ 19％ 30％

●まちの道路の清潔さに対する
満足度 【意識調査】

18.8％ 23％ 30％

●交通環境の利便性に対する満
足度 【意識調査】

10.8％ 14％ 20％



１０

環境目標４(循環型社会)：資源を循環利用する環境にやさしいまち

指標項目
基準値

H28 (※ 1)

令和４
(2022)年度

実績

目標値(2026 年)
（中間見直し後）

●１日一人あたりごみ排出量
（衛生環境課）

847.7ｇ

(H27 年)
991ｇ 821ｇ

●リサイクル率（衛生環境課） 21％ 25.1 27％

●過剰包装の簡素化や買物袋持参に取
り組む市民の割合【意識調査】

80.2% 92％ 95%

●水の節約に取り組む市民の割合
【意識調査】

71.7% 78％ 85%

●電気の節約に取り組む市民の割合
【意識調査】

82% 84％ 90%

●ガスの節約に取り組む市民の割合
【意識調査】

67.6% 82％ 85%

●環境にやさしい製品の購入に取り
組む市民の割合 【意識調査】

62.5% ６５％ 70%

環境目標５(地球環境)：未来を思いやる地球に貢献するまち

指標項目
基準値

H28 (※ 1)

令和４(2022)
年度実績

目標値(2026 年)
（中間見直し後）

●市の公共施設の年間使用電力量
（公共施設マネジメント課）

4070 千
kwh

３５８７千 kwh 4300 千 kwh

●市の公共施設の太陽光発電などの
導入における自然エネルギーの活
用

（公共施設マネジメント課）

55 千

kwh
76 千 kwh 60 千 kwh

●市ホームページや広報誌などにお
ける環境情報の発信

（衛生環境課）
10 回 １０回 12 回

環境目標６(環境活動)：みんなで築く協働のまち

指標項目
基準値

H28 (※ 1)

令和４ (2022)
年度実績

目標値(2026 年)
（中間見直し後）

●環境に関するイベント・キャンペー

ンなどの実施回数（衛生環境課）

3 回

(H27 年) ２回 (※2) 5 回

(※1)指標項目の【意識調査】については H29 年の値、その他の項目は H28 年の値を基本としていま

すが、熊本地震の影響が著しい項目については H27 年の値を使用しています。

(※2)新型コロナウイルス感染症拡大により、その防止の観点から実施回数を控えたため。




